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Ⅱ．「２．はじめに」の構成（案） 

教材例の趣旨や活用方法をまとめ，各地域において適切に活用されることを目指す。 

 

２．はじめに 

２．１ 地域における日本語教育で大切なこと（以下，ガイドブック p.2～p.3を転載。） 

  ・「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標について 

  ・言語や言語学習についての考え方について 

 

２．２ 教材例の趣旨・期待される活用方法 

  （教材例の趣旨について） 

  ・標準的なカリキュラム案が目指すもの 

  ・標準的なカリキュラム案を踏まえた教材の例示であること 

  ・教材例で取り上げられている内容の暗記ではなく，生活上の行為ができるようにな 

ることが目的。また，地域の中で生活するということを考え，自分の基本的な情報 

を伝え，初対面の人と人間関係を築く基礎を作れるようになることを目指す。 

  ・教材例は「生活者としての外国人」に対する日本語教育の在り方を具体的な教材例 

の形で示したものであり，他の教材の使用を否定するものではない。地域の実情や 

学習者の日本語のレベルに合わせて，より有効な教室活動が展開されるよう他の教 

材や資料などを組み合わせながら教室活動を行うことが望ましい。 

 

 （期待される活用方法について） 

・「教材例」は，そのままの状態で全ての地域で全ての学習者を対象に効果的に活用で

きるものではなく，地域の実情，学習者の日本語のレベルに合わせて教材例の内容

に手を加えたり，多言語情報を活用したり母語話者を活用したりする等，工夫を行

うことで具体的な学習者の実情に合わせることが求められる。 

  ・学習者のニーズや地域ならではの情報を調べ，それに対応させた内容に加工してい 

くことが，「生活者としての外国人」に対する日本語教育では重要である。 

  ・必要な部分を選択して使用すること（30単位／60時間に縛られる必要はない） 

 

２．３ 教材例作成のプロセス 

  ・教材例で取り上げる生活上の行為の事例の一覧と，そこからの選択過程について 

  

２．４ 教材例の構成  

・各シートの内容及び使い方について 

 ①写真・イラストシートで取り上げる内容及び使い方について 

 ②ことば・表現シートで取り上げる内容及び使い方について 

 ③活動シートで取り上げる内容及び使い方について 

 ④別表，参考資料等で取り上げる内容及び使い方について 

⑤各教材例の構成の図（※3ページの図参照） 
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⑤各教材例の構成の図 

 

 

 

 

 

 

① イラスト・写真シート

…各ユニットで取り上げる生活上
の行為や達成目標をイメージする
ためのイラスト・写真。

② 活動シート

…生活上の行為ができるように
なるためのタスクなど。

（※学習者に合わせて形や内容を変えるこ
とが必要。言葉をどれだけ覚えたかではな
く「生活上の行為ができるようになるか」
が重要。）

③ ことば・表現シート

…生活上の行為を行う上で役
に立つ表現。

（※学習者に合わせて取り上げる言葉・

表現の内容や量を変えることが必要。掲
載しているものをすべて教室活動で取り
上げたり，教えなければならないわけで
はない。）

④ 別表，参考資料等

…発展的な活動，学習者に合わ
せた教室活動を行うための素材。

指導ノート 

標 準 的 な カ リ

キュラム案，ガ

イ ド ブ ッ ク を

踏 ま え た 日 本

語 教 育 プ ロ グ

ラムの設定，教

室 活 動 の 展 開

の説明。 

イ メ ー ジ

をつかむ 

ことば・表

現を知る 

体験・行動

する 

より熟達 

した行動へ 
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（0501030）「避難場所・方法を理解する・人に聞く」 

（0502010）「地震について理解する」 

（0502020）「身を守る」 

 

 

 

地震発生時に適切に行動できるようにする 

 

 

 

避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる 

身の守り方について説明を読んで理解できる 

地震に備えることができる 

●イラスト・写真シート

～地震だ！～ （p.6）

●活動シート

•活動１ 地震のとき，どうする？
（p.7）

•活動２ 非常用のカードを作ろう
（p.8～9）

•活動３ 地震に備えよう（p.10～11）

•活動４ 地震体験（p.12）

●ことば・表現シート（p.13）

（０５） 地震だ！ 

 

指導 

ノート 
（p.14～19） 

イ メ ー ジ

をつかむ 

体験・行動

する 

ことば・表

現を知る 

内 容 

取り上げる生活上の行為の事例 

教室活動の目標（※14 ページ参照） 

教室活動のねらい（※14 ページ参照） 
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● イラスト・写真 

地震のイラスト 

 

 ゆれている 

道路が割れているイラスト 

避難場所を示すマークのイラスト 
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地震のとき，どうしたらいいですか？いいと思うものに○，よくないと思う

ものに×をつけましょう。わからないとき，まわりの人にも聞いてみましょう。 

 

 

イラスト 

 

  くつを履かずに飛び出す 

 

 

イラスト 

 

 くつを履いて外に出る 

 

 

イラスト 

 

  ゆれているときにそとに飛び出す 

 

 

イラスト 

 

 まどをあける 

 

 

イラスト 

 

 ゆれているときに，机の下に隠れる 

 

 

 

イラスト 

 

 台所のガスを止める 

 

 

イラスト 

 

エレベーターを使う 

 

 

イラスト 

 

階段で逃げる 

 

 

イラスト 

 

海辺  高台に逃げる 

 

 

 

 

● 活動１ 

○ 地震のとき，どうする？ 
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非常時のために，普段から持ち歩くカードを作りましょう。 

 

 

● 活動２ 

○ 非常用のカードを作ろう 
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 （財団法人栃木県国際交流協会作成） 
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① どんな防災用品を見たことがありますか。 

② あなたが使いたいと思った防災用品は何ですか。 

 

     

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① まわりの人に防災袋を用意しているか，防災袋の中身について聞いてみまし

ょう。 

② あなたの家の防災袋に何を入れておきますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

防災袋とその中

身の写真 

防災用品の写真 

家具転倒防止 

● 活動３ 

○ 地震に備えよう 

（１）防災用品について話しましょう 

（２）防災袋について話しましょう 
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１．  

 

① あなたの身の回りに消火器がありますか。どこにありますか。 

 

            家： 

            会社： 

            日本語教室： 

            まちの中： 

 

 

 

 

 

② 消火器の使い方を確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消火器の写真 

（３）消火器について話しましょう 
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キーフレーズ

・ 地震だ！

・ 助けて！

・ 逃げて！

・ 急いで！

・ 大丈夫？／大丈夫

・ 窓を開けて！

・ ガスを止めて！

 

 

 

 

● 活動４

○ 地震体験

（１）防災館に行って，起震車の体験をしましょう。

（２）地域の地震避難訓練に参加しましょう。
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 ・ 地震（じしん） 

 ・ 震度（しんど） 

 ・ 緊急地震速報（きんきゅうじしんそくほう） 

 ・ 余震（よしん） 

 ・ 避難（ひなん） 

 ・ 避難場所（ひなんばしょ） 

 ・ 避難所（ひなんじょ） 

 ・ 津波（つなみ） 

       

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

・ 地震だ！  

・ 助けて！  

 ・ 逃げて！ 

 ・ 急いで！ 

・ 大丈夫？／大丈夫。 

・ 窓を開けて！  

・ ガスを止めて！ 

イラスト 

 

イラスト イラスト イラスト 写真 

 

薬 

（くすり） 

写真 写真 写真 

水 

（みず） 

 

ラジオ 

 

 

 

電池 

（でんち） 

写真 

 

マスク 

写真 写真 写真 

懐中電灯 

（かいちゅうで 

 乾パン 

（かんパン） 

● ことば・表現 

○ ことば 
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（0501030）避難場所・方法を理解する・人に聞く 

（0502010）地震について理解する 

（0502020）身を守る（地震発生時） 

 

 

 

 

教室活動の目標 

―地震発生時に適切に行動できるようにする 

教室活動のねらい  

―避難場所や避難方法の注意書きを読んで理解できる。（活動１，活動２） 

―身の守り方について説明を読んで理解できる。（活動１） 

 ―地震に備えることができる。（活動２，活動３，活動４） 

 

・ 日本は地震が多い国です。地震の尐ない国から来た人にとって，突然の地

震はどんなものだと思いますか。災害はいつ何時やってくるか分かりません。

万一のときも，自分は落ち着いて安心して対応できるんだという自信を持て

るような場を作っていけるといいでしょう。学習者が地域の一員として安心

して暮らしていけるよう，地域の地震の避難訓練，外国人向け防災教室など

の日程と組み合わせて教室活動を展開するなどの工夫ができるとよいでしょ

う。 

 

活動前に確認しておくこと 

―学習者の居住地域や職場・学校の避難場所 

―近くの防災館の開館時間，休館日，交通 

―地域の防災訓練の日程 

 （外国人向け防災訓練や防災教室がある自治体もあります） 

 

 

指導ノート 

○教室活動の展開の説明 
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準備する素材 

―学習者の居住地域の自治体が発行している地震時の対応に関する多言語情  

 報 

―学習者の居住地域の自治体が発行している避難場所に関するパンフレット 

―非常時用携帯カード（学習者の自治体のものがあればそれを利用，なけれ 

ば他自治体のものを利用してもよい。または，自作する。） 

 

 

 

 

 

・ 「イラスト・写真シート」（p.6）を見ながら，学習者のこれまでの地震の体

験について話をします。学習者がどう対応したか，どんな気持ちになったの

か，話を引き出していきましょう。ウォームアップでは，地震の様子を報道

しているテレビの映像を利用したり，学習者が居住する地域の避難場所を示

す看板の写真など，地域に合った素材を使うこともいいでしょう。 

 

＜問いかけ例＞ 

  ・ あなたの国ではよく地震がありますか。 

・ 地震を体験したことがありますか。そのとき，どうしましたか。どん 

な気持ちになりましたか。 

 

 

 

 

 

 

・ 「活動シート１～地震のとき，どうする？～」（p.7）は，地震発生時の適切

な行動を知る活動です。それぞれのイラストの行動が適切かどうか考えた後，

多言語情報をみて確認します。学習者が一人で考えてみてもいいですし，協

力者といっしょに考えてみてもいいでしょう。それぞれの行動の理由につい

ても確認できると，よりいいでしょう。また，イラストに載っていない行動

について話を発展的させてもいいでしょう。適切な行動を知っていれば，学

習者は地震が起きたときもパニックにならず，落ち着いて対応できる可能性

が高くなるでしょう。 

①  イメージをつかむ⇒イラスト・写真シート（p.6） 

②  体験・行動する⇒活動シート１～地震のとき，どうする～（p.7） 
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・ 地震に関する多言語情報は多くの自治体や団体で作成されています。自治

体によって，情報量，提供形態などが異なりますので，学習者の居住地域のも

の以外でも学習者に合うものがあれば大いに活用しましょう。 

 

多言語情報例

例１）東京都 URL 入れる （日・韓・英・中） 

・ 電車・バス・地下鉄に乗っているとき，地下街にいるときなど地震 

発生時にいる場所別に適切な対応が掲載されている。 

・ パンフレットが PDF ファイルで提供されている。 

例２）滋賀県 URL 入れる （日・ ） 

・ ～や～な （具体的に入れる）など情報が豊富で多岐にわたる。 

例３）文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』（日 ）p.173 

 

 

 

 

 

 

 

・ 非常時用に携帯するカードを作成する活動です。カードには，学習者の個

人情報や避難場所，連絡先などを記入しておきます。学習者の居住地域の自

治体が発行する非常用携帯カードがあれば，それを利用することができます。

学習者の自治体で作成していない場合，他の自治体が作成したカードを利用

することもできますし，学習者といっしょに自分たちで作ってみるのもいい

でしょう。作成したら，小さく折りたたんで，普段から財布や手帳に入れて

おくようにしましょう。 

 

多言語避難カード

例１）財団法人栃木県国際交流協会 地震・災害時のための避難カード 

URL を入れる （日・ ） 

例２）東京都生活文化スポーツ局 ヘルプカード（病気・緊急・地震・相談） 

URL を入れる （日・英・韓・中） 

 

 

・ 避難場所の記入については，学習者が住んでいる自治体が発行している避

難場所のパンフレットを見ながら確認しましょう。一次的な避難所と広域避

④ 体験・行動する⇒活動シート２

～非常用のカードを作ろう～（ ～ ）
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難所の両方がある地域もあります。事前にそれらを確認しておきましょう。

避難場所を学習者が知らない場合は，実際にいっしょに歩いて避難経路を確

認するといいでしょう。 

・ 学習者の状況に応じて記入項目を変更したり増やしたりしてもいいでしょ

う。 

 

例）家族の緊急連絡先（会社や学校など） 

家族との緊急集合場所 

近所の人の連絡先 

持病・普段飲んでいる薬の名前 

かかりつけの病院名・病院の連絡先 

 

 

 

 

・ ここでは，日常生活で地震にどんな備えができるのかを知ることを目的と

しています。 

 

―防災用品について 

・ ここでは，防災用品について話をします。防災用品の実物を持ってきて話

をするといいでしょう。ない場合は，写真でも構いません。学習者が見たこ

とがあるか，使い方を知っているか，指導者や協力者の家ではどんなものを

使っているか，学習者も使ってみたいかなど話を広げてみましょう。実際に

ホームセンターなどの防災用品売り場に行って，様々な器具を手にしてみる

のもいいでしょう。 

 

―防災袋について 

・ ここでは防災袋について話をします。まず，「ことば・表現」の単語「薬」

～「乾パン」（防災袋に入れておくものの単語）に慣れておくといいでしょう。

自宅に防災袋の備えの有無や中身について，協力者にインタビューをします。

教材例には掲載していませんが，インタビュー時の記録用紙を作成しておく

といいでしょう。 

  表現例）  

学習者：家に防災袋がありますか。 

⑤ 体験・行動する⇒活動シート３ ～地震に備えよう～（p.10～11） 
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   学習者：防災袋の中に何が入れてありますか。 

・ インタビューをしたあと，自分なら防災袋にどんなものを入れておくかを

考えて，記入します。 

 

―消火器について 

・ ここでは消火器について話をします。地震のあと火災が発生することがあ

りますが，ここでは消火器を使った初期消火について話をします。自分の身

の回りのどこに消火器があるかを調べたり，使い方を確認したりします。街

頭消火器の設置場所については，自治体のＨＰなどで紹介されています。ま

た，自治体に問い合わせて聞いておくこともできます。（※街頭消火器は設置

されていない自治体もあります。） 

 

 

 

 

 

・ 「活動シート４ ～地震体験～」の「（１）防災館に行って，起震車の体験

をしましょう」（p.12）は，近くに防災館があれば，実際に地震車の体験をす

る活動です。 

・ 「活動シート４ ～地震体験～」の「（２）地域の地震避難訓練に参加しま

しょう。」（p.12）は，地域の地域防災訓練に参加する活動です。ぜひ訓練に

いっしょに参加することを教室活動に組み込んでみましょう。地域で生活す

る一員という気持ちがあると，万一のときも安心です。 

・ もし，防災訓練がなければ日本語教室として避難訓練を実施してみましょ

う。その際に必要になる表現を，確認しておきましょう。 

・ 表現は，「地震だ」「助けて」などの基本的な表現のほか，沿岸部か山間部

か，また都会なのか農村なのか，学習者が住んでいる状況によって避難する

ときに必要となる表現が違うことがあります。 

たとえば，沿岸部では「津波が来るから逃げて」「高台に逃げて」というこ

とばが言える，または聞き取れることが大切となります。学習者と話をしな

がら，地震のときにどんな表現が必要になるかを話しながら，話題に出た表

現を扱っていくことが大切でしょう。 

 

 

 

⑤ 体験・行動する⇒活動シート４ ～地震体験～（p.12） 
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・ 「地震」～「津波」は地震災害に関して知っていると役に立つことばです。

「薬」～「乾パン」は防災袋に入れる代表的なものです。防災袋に入れるも

のを買い物に行ったときに困らないよう，これらのことばに慣れておくとい

いでしょう。「地震だ！」～「ガスを止めて！」は避難時によく使う表現です。 

・ 「薬」～「乾パン」のことばは「活動３」の「（２）防災袋について話しま

しょう」（p.10）で防災袋の活動をする前に，防災袋に入れるものの単語を確

認をしておくといいでしょう。 

・ ゲームを取り入れて，ことばに慣れることもできます。下の例はカルタを

応用したものです。「地震だ！」～「乾パン」の表現もカルタを応用し，聞い

てわかるようにできるといいでしょう。 

 

「薬」～「乾パン」のことばのゲーム例） 

準備：防災袋に入れるものの絵カード 

① 学習者数人でグループを作り，机の周りにすわります。 

② 絵カードを机の上にばらばらに置きます。 

③ 指導者が絵カードの単語を一つ言います。学習者は該当する単語  

カードをとります。一番早く取れた人がそのカードをもらいます。こ

れを机の上のカードがなくなるまでやります。 

④ 机の上のカードがなくなったら終わりです。一番カードをたくさん 

持っている人が勝ちです。 

 

 

 

 

 

・ 学習者の地震に関する知識やニーズによっては，より発展的な活動も考え

られます。 

  

例）  

・ 災害伝言板の使い方を知る。 

・ テレビやラジオのニュースから震度や津波の情報を得る。 

・ 学習者の居住自治体の防災無線を聞いて，情報を聞き取る（「津波」「高

台に逃げてください」「地すべり」「余震」など）。 

⑤ ことば・表現を知る⇒ことば・表現シート（p.13） 

⑤ より熟達した行動へ（発展的な活動の例） 


